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　市内には高齢者のための福祉センターが4カ
所あります（下表参照）。
　個人や団体で利用できます。
※詳しくは、各施設に直接お問い合わせくださ
い。
■対 市内に居住する60歳以上の人。

胸使用方法…運転免許証、保険証などを提示
して、利用証の交付を受けてください。
胸使用料…市内の人は無料。市外の人は、一
日500円　（滝野シルバールームを除く）。
胸開所時間：午前9時～午後5時。月曜日、祝
日、年末年始（月曜日が祝日の場合は、火曜日）
は休館。
※高花老人福祉センターは、日曜日、祝日、年
末年始が休館。

怯
働
き
た
い
高
齢
者
の
た
め
の

講
習
会

■時 
■場 
左
下
表
の
と
お
り
。

■対 
　
歳
以
上
で
、
現
在
仕
事
に
就
い

55
て
い
な
い
人
。

※
受
講
の
条
件
…
①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

が
発
番
の
求
職
者
番
号
を
保
有
し
て

い
る
こ
と
②
修
了
日
以
降
に
開
催
す

る
合
同
面
接
会
に
参
加
で
き
る
こ
と

③
受
講
者
選
考
の
た
め
、
応
募
後
折

り
返
し
送
付
さ
れ
る
登
録
申
込
書
の

提
出
が
必
須
で
す
。

■費 
無
料
。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
、
は
が
き
に

14

講
習
番
号
、
講
習
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
求
職
番
号
、
電
話
番
号
、
F

A
X
番
号
お
よ
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
記
入
し
郵
送
、
も
し
く
は
F
A
X

で
左
記
へ
（
応
募
多
数
時
選
考
）。

■問 
花
千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
（
〒
2
6
0
―
0
0
1

3
千
葉
市
中
央
区
中
央
3
―
9
ー
1

6
・
緯
0
4
3
―
2
2
7
―
5
1
1

2
・
胃
0
4
3
―
2
2
7
―
5
1
9

7
）。

　平成25年4月、障がい者の日中作業場の確
保と地域生活支援のため、そうふけふれあい
の里に、主に重度の障がい者を対象とした、
生活介護施設がオープンします。
　通所者の活動は、リハビリを中心とした活
動や機能訓練、陶芸などの製作活動、クッ
キーなどの食品加工、農作業などの軽作業が
中心になります。
　また、家庭での入浴が困難な人には、希望
により特殊浴槽を利用した入浴サービスも行
います。
■対 18歳以上の知的障がい者、重度心身障が
い者（障害区分3から6の人）。■定 30人。
胸開所時間…午前9時30分～午後3時30分。
通所者送迎あり。
※通所に関する問い合わせは、下記まで。
■問 社会福祉法人印旛福祉会いんば学舎・松虫
（印西市松虫516・緯碓98 2486・胃碓98 2497）、
社会福祉課障害福祉班（緯内線257）。

　
8
月
1
日
付
け
で
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に
次
の
二

人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

怯
民
生
委
員
・
児
童
委
員

胸
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
北
地
区
…
 牛
 
ご

 頭
 憲
昭
（
中
央
南
二
丁
目
、
武
西
学

ず園
台
二
丁
目
）

怯
主
任
児
童
委
員

胸
大
森
・
永
治
地
区
…
塩
田
幸
子
　

民
生
委
員
･
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
は
地
域
社
会
の
福
祉
増
進
を
図

る
た
め
、
市
内
の
各
地
区
に
配
置
さ

れ
る
地
域
で
最
も
身
近
な
相
談
・
支

怯
ご
存
じ
で
す
か
3
つ
の
基
礎

年
金
（
国
民
年
金
）

【
老
齢
基
礎
年
金
】
保
険
料
を
納
め

た
期
間
（
免
除
期
間
･
合
算
対
象
期

間
を
含
む
）・
厚
生
年
金
を
納
め
た

期
間
な
ど
の
合
計
が
原
則
　
年
（
3

25

0
0
月
）
以
上
あ
る
人
が
、　
歳
に

65

な
っ
て
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。

　
な
お
、　
歳
を
過
ぎ
れ
ば
希
望
に

60

よ
り
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、
請

求
す
る
年
齢
に
よ
り
年
金
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
繰
り
上
げ
請
求

を
し
た
後
に
障
害
基
礎
年
金
の
請
求

は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
市
役
所
で
手
続
き
で
き
る
の
は
年

金
の
加
入
期
間
が
第
1
号
被
保
険
者

期
間
の
み
の
人
で
す
。
第
3
号
被
保

険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
）
期
間

や
、
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
期
間
の

あ
る
人
は
、
年
金
事
務
所
で
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

【
障
害
基
礎
年
金
】
病
気
・
け
が
に

よ
る
初
診
日
が
、
国
民
年
金
に
加
入

中
、
ま
た
は
　
～
　
歳
未
満
の
と
き
、

60

65

そ
の
病
気
・
け
が
で
一
定
の
障
害
の

状
態
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
初
診
日

の
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間
の
3
分

の
2
以
上
の
保
険
料
納
付
が
あ
る

（
免
除
期
間
を
含
む
）
か
、
直
近
一
年

間
に
保
険
料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
、

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、　
歳
を
超
え
て
か
ら
の

65

　7月の住民基本台帳法の改正によ
り、住民基本台帳カードを持ってい
る人の転出方法が変更されました。
　転出届終了後に、転出証明書は発
行されません。転入手続きは、住民
基本台帳カードが転出証明書の代わ
りとなります。
　また、改正前は転出すると住民基
本台帳カードは利用できませんでし

たが、改正後は転入市町村でも、継
続して利用ができることになりまし
た。
　詳細については、市ホームページ
をご参照ください。
■問 市民課住民記録班（緯内線234・
237）、印旛支所市民福祉課市民班
（緯碓98 1116）、本埜支所市民福祉課
市民班（緯碓97 1111）。

怯
9
月
　
日
～
　
日
は
「
老
人

15

21

週
間
」

　
市
で
は
、
米
寿
到
達
者
に
祝
い
品

を
、
古
希
、
傘
寿
到
達
者
に
は
「
印

西
市
高
齢
者
福
祉
の
し
お
り
」
を
ご

自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
満
百
歳
を
迎
え
る
み
な
さ

ん
に
は
、
長
寿
を
祝
い
、
多
年
に
わ

た
り
社
会
の
発
展
に
寄
与
を
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、「
祝
い

金
3
万
円
」
を
市
長
が
ご
本
人
に
手

渡
し
し
ま
す
（
日
程
未
定
）。

■問 
介
護
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班

（
緯
内
線
2
7
2
）。

平成２４年（２０１２）９月１日号（４）

胸老人福祉センターなど一覧胸
予約なしで利用可能なもの囲碁・将棋カラオケお風呂住所・電話番号施設名
葛手工芸タイム（毎週木曜）葛
健康相談（第３金曜）葛いきタ
イム（第１・３・５水曜）葛ふ
れあいデー（年齢制限はありま
せん。ただし、お風呂の利用は
3歳以上になります）

○○

○
我～蚊
午前11時
～

午後4時

竹袋614-9
緯碓42 0144

中央老人福祉センター
（総合福祉センター内）

葛ゆうゆうタイム（毎月第1・3水曜）○××高花2-1-5
緯碓47 2112

高花老人福祉センター
（保健福祉センター内）

集会室、教養娯楽室（和室40畳）あり○○×原3-4
緯碓45 3800

そうふけ老人福祉センター
（ふれあい文化館内）

畳コーナーを配したスペースです○××滝野3-4
緯碓80 8181

滝野シルバールーム
（本埜ファミリア館内）

※団体で利用する場合は団体登録が必要です。利用する施設へお問い合わせください。

　心の病気は、「気の持ちよう」「気合や根性」で治る
ものではありません。ほとんどの場合、長期間の治療
が必要とされています。そのため、本人の治療に対す
る努力だけではなく、家族による適切な対応が、回復へ
の近道となります。
【家族としてできること】
①病気に対する正しい知識を持ち誤った対応をしない
　ために、　医療機関などの「「心理教育（家族教室）」
　を利用しましょう。
②病気のことで分からないことは、「主治医」や「精神
　保健福祉士」などに相談しましょう。
③ほかの家族の意見も参考にするため「家族会」なども
　利用しましょう。
④家族自身も趣味や自分の時間を大切にしましょう。
⑤「必ず病気は良くなる」と信じることを示しましょう。
※市では、「心理教育（家族教室）」の一つに「心の整理術
～ソーシャルスキル相談～」を実施中。詳しくは、今後
の『広報いんざい』をご覧ください。

病気に対する正しい知識を持つ
シリーズ・心の道標碓38 

■問 社会福祉課障害福祉班（緯内線268）

　市では、社会福祉課障害福祉班で保健師・精神保健福祉士が、
精神的な悩みに関する相談に応じます。

高
齢
者
の
み
な
さ
ん

 高
齢
者
の
み
な
さ
ん
をを

応
援
し
ま

　
　
　
　
　
応
援
し
ま
すす

老人福祉センターをご活用ください

胸働きたい高齢者のための講習会（技能講習会）胸
会場定員期間講座名講座番号

柏の葉公園
センター
（柏市）

30人
１０/１１牙～１０/２４我・
午前10時～午後4時

マンション
管理員養成20

ホーム
メイド協会
柏校（柏市）

20人
１０/１７我～１０/25牙・
午前10時30分～
　　　　　午後4時30分

介護食調理
（介護員２級資格）24

柏の葉公園
センター
（柏市）

25人１０/１９画～１１/２画・
午前9時30分～午後5時

セキュリティ
（警備員）技能11

胸働きたい高齢者のための講習会（職場体験）胸
会場定員期間講座名講座番号

佐倉市シルバー人材
センター（佐倉市）10人１０/１俄、１０/15俄、10/22俄・

午後1時～4時

パソコン業務
（中級）
ワード・エクセル

52～54

松戸市シルバー人材
センター（松戸市）10人１０/5画、１０/12画、10/19画、

10/26画・午後1時～5時
パソコン業務
（中級）エクセル

58、60、
62、64

松戸市シルバー人材
センター（松戸市）10人１０/１９画・午前10時～正午駅前駐輪場管理76

請
求
の
場
合
、
初
診
日
か
ら
1
年
半

後
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

　
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
で
一

20定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
が
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
る
場
合
、
保
険
料

の
納
付
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本

人
の
所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
に
は
1
級
と
2
級

が
あ
り
、
年
金
額
は
1
級
で
9
8
3

街
1
0
0
円
、
2
級
で
7
8
6
街
5

0
0
円
で
す
。
ま
た
、
年
齢
が
　
歳
18

未
満
の
子
か
　
歳
未
満
の
障
害
の
子

20

が
い
る
場
合
は
、
加
算
が
あ
り
ま
す
。

【
遺
族
基
礎
年
金
】
国
民
年
金
加
入

中
や
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資

格
を
満
た
し
た
人
が
死
亡
し
た
と
き
、

死
亡
日
の
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間

の
3
分
の
2
以
上
の
保
険
料
納
付
が

あ
る
（
免
除
期
間
を
含
む
）
か
、
直

近
1
年
間
に
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

な
ど
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合

に
、
死
亡
し
た
人
に
よ
っ
て
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
子
の
あ
る
妻
、
ま

た
は
子
に
、
子
が
　
歳
に
な
る
年
度

18

末
ま
で
（
障
害
の
あ
る
子
の
場
合
は

　
歳
に
な
る
ま
で
）
支
給
さ
れ
ま
す
。

20　
年
金
額
は
基
本
額
7
8
6
街
5
0

0
円
に
、
子
が
2
人
ま
で
は
1
人
に

つ
き
、
各
2
2
6
街
3
0
0
円
。
3

人
目
以
降
は
1
人
に
つ
き
7
5
街
4

0
0
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
年
金
は
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、

本
人
か
ら
の
請
求
が
な
い
と
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
年
金
を
受
け
る
と
き
は

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
0
5
7
0
―

生活介護施設「いんば学舎・陣屋」
来年4月にオープン

0
5
―
1
1
6
5
）、
国
保
年
金
課

高
齢
者
医
療
年
金
班
（
緯
内
線
2
8

8
・
2
8
9
）。

 民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に
2
人
を
委
嘱

援
者
で
す
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
6
）、
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支

援
班
（
緯
内
線
2
4
3
）。

▲塩田幸子氏 ▲牛頭憲昭氏

住民基本台帳カードによる転出入および継続利用における注意点


